
 

   

１０月分                            №２ 

件 名  かわまちづくりについて 

受付日 令和４年１０月１３日 

ご意見・ご提案

の概要 

 隣県では川に焦点を当てたまちあるきイベントが行

われており、治水防災意識のみならず町の魅力の再認

識や観光振興面でも良い取り組みである。 

 自然や歴史の豊かな岐阜県でも是非実施されてはい

かがか。 

 

県の考え方 

 

岐阜県では、木曽川中流域において、流域５市町

（美濃加茂市、各務原市、可児市、坂祝町、愛知県犬

山市）の官民連携組織「木曽川中流域観光振興協議

会」を設立し、「賑わい創出」による誘客促進及び観

光消費額の拡大に取り組んでいます。 

その一つとして、木曽川中流域一帯を舞台に、川と

山とまちをつなぐ様々なアクティビティ（川遊び、ト

レッキング、ウォーキング）やマルシェ等で構成する

イベント「日本ライン・KISOGAWA River to 

Summit 2022」を今年１１月上旬に開催してお

り、今後も定期的に開催する予定としております。 

また、国土交通省が推進する「ミズベリング・プロ

ジェクト」の一環として、飛騨市の高原川では、地元

の企業団体等で組織された高原川ミズベリング協会

が、官民協力の下、今年８月上旬にイベント「ミズベ

リング in神岡」を開催し、防災に関するパネル展示

や、魚のつかみ取り、バザー、キッチンカーなど、水

辺を利用した地域の活性化を図る取組みを行っており

ます。 
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 観光国際局 観光企画課 

 県土整備部 河川課 

 


